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　「小さな親切」運動国東市支部の発足総会が、９月４日㈫午後
１時30分からアストくにさきで行われました。「小さな親切」運
動は、「できる親切はみんなでしよう それが社会の習慣になる
ように」をスローガンに昭和38年に発足。これまで市内では、武
蔵町支部が活動してきましたが、国東市全体で小さな親切運動を
広げていこうと、今回の支部発足となりました。
　総会には、同支部実行委員や来賓の皆さん約30人が出席。実行
委員を代表して都留美英市区長会長のあいさつに続いて、来賓の
野田侃生市長、猪俣俊雄市議会議長、仲道俊哉大分県本部会長が
あいさつ。その後、都留俊一郎武蔵町支部長が「小さな親切」運
動のこれまでの取り組みについて報告しました。
　続いて、国東市支部の会則や役員、事業計画、予算等が審議さ
れ、会長に都留俊一郎さんが選任されました。

　「第１回読売杯仏の里小学生バレーボール・ミニバレーボール大会」の実行
委員の皆さんが、９月26日㈬に市役所を訪れ、同大会で集められた募金を寄付
しました。
　この募金は、９月16日㈰に安岐体育館などで行われた同大会の会場で、新潟
県中越沖地震の被災者や難病で苦しむ子どもたちへの支援を呼びかけて集めら
れたもので、市役所を訪れた同大会実行委員長の小田忠光さん、実行委員の小
田哲也さん、参加チーム代表の岩下豊美さん（J Friend’ s）が、日本赤十字社
大分県支部国東市地区長の野田侃生市長に募金を手渡しました。野田地区長は
「ありがとうございます。大切に使わせていただきます」と御礼を述べました。

　防災週間（８月30日～９月５日）の取り組みとして、
９月２日㈰午前10時から、安岐町の中園上区でモデル避
難訓練が実施されました。
　この訓練は、今後、市内各行政区単位での避難訓練が
実施できるように、中園上区を対象として地区内住民の
円滑な避難誘導や簡易救護具等を活用して、防災意識の
向上と知識の普及を図ることを目的に、市になって初め
て実施されました。
　午前10時に、四国沖を震源とする非常に強い地震が発
生したとの防災無線放送を聞いた皆さんは、避難用品等
を持ち中園上多目的集会所に避難。各防災班長（組長）

が、各地区内の避難者の状況を防災班長（区長）に報告
し、防災隊長から安岐総合支所に地区住民、全員の確認
が取れ人的被害がなかったことを報告して避難訓練を終
了しました。
　その後、簡易たんか作りやけむり体験ハウスでの応用
訓練や、中園婦人会、防災ボランティアの皆さんによる
炊き出し訓練も行われました。
　また、武蔵町でも町内一斉の防災訓練が行われまし
た。午前９時、災害発生の防災無線が流れ、各公民館等
へ避難を開始。避難完了後、行政区ごとに人命救助の蘇
生訓練や消火器による初期消火訓練に取り組みました。

　９月25日㈫午後２時から、アストくにさきアグリホー
ルで、国東市及び姫島村内から約250名が参加して、平
成19年度国東地区交通安全大会が開催されました。
　参加者全員で交通事故犠牲者へ黙とうを捧げた後、主
催者を代表して、野田侃生市長、足立正人国東警察署長
があいさつ。交通安全推進に功績のあった21の団体・個
人に国東市交通安全推進協議会などから表彰状が贈られ
ました。
　また、大分県交通安全講師の河野芳郎さんが「笑顔で
つくる交通安全」と題した講演を行い、国東市交通指導

員協議会の大谷和義会長が「交通事故のない、安全で安
心して暮らせる地域をめざします。」と交通安全宣言し
て終了しました。

広めよう“小さな親切”

バレーボール大会の募金を日赤に寄贈

小さな親切運動国東市支部発足総会

▲市消防署安岐出張所署員による指導で簡易たんかつくりの
　指導を受ける中園上区の皆さん
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▲日本赤十字社大分県支部から寄贈された災害
　用移動炊飯器を使った炊き出し訓練のようす

▲古市公民館では、市消防署武蔵出張所の署員
　の指導で人命救助の蘇生訓練が行われました

▲スタート式のようす ▲一日交通警察官として、国東警察署前で交通安全を呼びかける
　飯塚レッドスターズの皆さん（9月28日）

安岐町中園上区でモデル避難訓練、武蔵町で町内一斉防災訓練を実施

安心・安全なまちづくり

平成19年度国東地区交通安全大会開催

　高齢者の交通事故防止や飲酒運転根絶などを重点課題
とした「秋の全国交通安全運動」がスタートし、９月21
日㈮から30日㈰までの10日間、国東市内でもさまざまな
取り組みが行われました。
　21日午前７時30分からアストくにさき駐車場で行われ
たスタート式には、県・市・警察署員・市内の事業所か
ら約100人が参加。野田侃生市長、足立正人国東警察署
長らが「飲酒運転を追放し、おこさず・あわず・事故ゼ
ロで、子どもや高齢
者の事故防止に全力
をあげ、交通死亡事
故防止に努めましょ
う。」とあいさつ。
国東地区防犯協会か

ら寄贈された青色回転灯を
つけた防犯パトロール車４
台が披露されました。
　式終了後、参加者全員
で、通勤途中のドライバー
に啓発チラシなどを配布し
て、安全運転を呼びかけま
した。

飲酒運転追放！  秋の全国交通安全運動スタート式

▲㈳大分県建設業協会の国東支部
青年部（山口正廣会長）の皆さん
が、武蔵町古市の武蔵港前交差点
でティッシュを配布しドライバーに安
全運転を呼びかけました（９月21日）

「自分たちでできることは自分
たちでやっていくことが小さな
親切運動につながります。皆
さんの力で、住みよい国東市
にしましょう。」とあいさつする
都留俊一郎会長

▼中央本部から車いすが贈呈
され、仲道会長から野田市長
に目録が伝達されました
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▲募金に訪れた（左から）小田忠光さん、
　岩下豊美さん、野田市長、小田哲也さん

　９月12日㈬午後６時から、武蔵セントラルホール
で、市職員を対象とした不当要求行為防止対策研修会
が行われました。
　この研修会は、近年複雑化する社会環境を背景に、
全国的に行政に対しての暴力的な不当要求行為等が増
加傾向にあることから、その対応についての共通理解
を深める目的で行われました。
　この日は、市役所、市民病院、消防署等の行政組織
から係長級以上の職員約200名が参加。野田侃生市長に
続き、国東警察署の隅田勝信空港警備派出所長兼刑事
課長からあいさつがあり、この後、現状報告やビデオ
視聴、国東警察署員による窓口対応の実演等もあり、
警察との連携をさらに強めながら、組織として的確に
対応し、公平・公正な行政を実現していくことなどが
確認されました。

国東警察署との連携を深めて
市職員を対象に不当要求行為防止対策研修会を実施

窓口の対応を実演する▶
国東警察署員の皆さん


